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要 旨

この論文においては、映画を媒介にして現代香港の社会生活における住居、家族及び都市性について

論 じる。香港り独特の社会生活は、都市社会研究者に対 して多 くの興味深い材料 を提供 してきた。そし

てその社会生活 を特徴づけるもののひとつとして、「香港映画」 といわれる香港で制作 された商業映画

がとりあげられることが しばしばある。ここでは近年の文化研究の映画批評とは対照的に、この香港映

画が単なる芸術作品ではなく、それが生産され、流通され、消費されるローカルな社会をもっているこ

とを強調する。家族関係など住居 をめぐる生活の細部 を記述 ・検討することから、香港社会 と香港映画

の双方にとっての住居の重要性が明らかになる。

「人間は結合をめざしなが らもつねに分割 をおこなわざるをえず、分割せずには結合をなしえ

ない存在者であるがゆえに一われわれはまったくの無差別で横たわっている両岸 を橋によって

結合するためには、まず もって精神的にそれ らを分割 されているもの として把握 しなければな

らない。」 一ゲオルク ・ジンメル 「橋 と扉」1)

1香 港を見 るための窓

この小論は、映画 を手がか りにして現代香港の社会生活における住居、家族及び都市性につい

て論 じるもめである。香港はよく知られているように、20世 紀後半に世界経済上の重要都市のひ

とつ となり、1997年6月30日 をもって英領植民地としての歴史を終え、現在は中華人民共和国の

特別行政区として変わらぬ機能を保っている。香港はその独特な現代史がもたらした特異な社会

生活をもつがゆえに、都市社会研究者に対 して多 くの興味深い材料を提供 してきた。ここではま

ず、この香港の現実と香港研究の現状に照 らしながら、この小論で議論を展開するうえでの基本

的な立場について明らかにしてお く。

香港社会 を特徴づけるもののひとつ として、一般 に 「香港映画」 といわれる香港で制作された

商業映画がとりあげられることがある。香港映画で香港社会を語るというこの方法の先駆は、社
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会学者、イアン ・ジャーヴィーの研究にまで遡る。ジャーヴィーは香港映画について、「香港に

ついての窓」と題された書物を1970年 代 に著 し、そのなかで香港映画の諸側面について広 く論 じ

ている。 しか し、その本のなかで住居は扱われていない。おそらく当時の香港映画において、住

居の問題が顕在的にあ らわれてはいなかったためであろう。事実、ジャーヴィーは、1960年 代の

香港映画を研究 した民俗学者、ヴォルフラム ・エーバーハル トの指摘 を援用 しながら、1970年 代

以前の香港映画は香港の現実生活と何 ら関係をもっていなかったと述べている2)。

ところで、この1970年 代は、今 日の香港的な生活スタイルの担い手である 「香港人」が育って

きた時期 にあたる。1960年 代後半に香港出生人口が過半数を超え、公共住宅地区の整備 に代表さ

れる香港政府の積極的な市民生活への介入のなかで、中国大陸 とは切 り離 された 「香港人」及び

「香港文化」が、その後数十年のあいだに生 じてくることになった。そして、大衆文化の媒介言

語としての広東語が香港において独自の地位 を確立し、香港を舞台にして香港人が香港人向けに

制作 した 「香港映画」が確立 したと考えることができよう。この小論で扱 う映画は、まさに、こ

のような香港の現代史のなかで生じてきた香港の映画である。

もちろん映画を扱 ううえではい くつかのことに注意を向けておかなければならない。「映画」

という芸術形式は近代 に普遍的8世 界的なメディアであ り、その特徴は 「局地化」することがで

きないということにこそあると考えることも可能である。また、映画 というテクス トを社会に還

元するという社会学的な分析に特徴的な方法は、映画のもつ可能性や芸術 としての映画を員乏める

ことにもなりうるであろう。 しか し、それでもなお、ここでは対象を自己の社会 ・文化 とは区別

された 「異文化」 としてとらえる人類学の伝統的な立場を出発点 として擁護することにしたい。

総体 としての社会 ・文化 に関心をもつ私たちは、「窓」 としての映画作品にだけ目を向けるので

はなく、その 「窓」 を通 して現実に見えるものに対 しても目を向けるべ きであろう。そして、テ

クス トとしての 「窓」 自体の問題とコンテクス トとしての現実をひとまず分けて考え、そのあい

だの関係をさぐることを手がか りとすべきである。そのため以下での議論は、現実の住居 を描 く

ことから始めることにしたい。

Hベ ッ ドとス トリー トの あい だ

日本ではあまり知 られていないが、1990年 代 の社会派香港映画 として重要な作 品に 「籠民」

(張之亮監督)が ある。香港で公開された1992年11月 、この映画が対象とした社会問題もさるこ

とながら、香港映画の慣例を破る二時間半に渡る長編作品であったこと、そ して、作品中に使わ

れる 「粗口」(下 品なことば遣い)を 根拠に 「皿級」(成 人映画)指 定 を受けたことによって、こ

の映画は話題になった。

「籠民」 とは、その英語 タイ トル"Cageman"が 示唆するように、鳥籠あるいは艦 を連想さ

せるような、鉄の網で覆われたベッ ドを住 まい とする人々のことである。彼 らの住居は一般に

「籠屋」 といわれ、こうしたベ ッドをた くさん並べて安価に貸 し出す宿舎のことを行政用語では

「床位寓所」(BedspaceApartments)と い う。1985年 まで香港政府は単身者に対 して公共住宅を

供給することを行わなわなかったため、この経済的ではあるが劣悪な環境の中で老後を過ごす貧
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しい単身者 も多かった。

都市 とは、異質な個人を交わらせる場所であり、単身者が主役になることのできる舞台でもあ

る。19世 紀以降、香港が都市として発展するなかで、多 くの単身者が食いぶちを求めて、この地

に流れてきた。彼 らは香港の発展を支える労働力 として定住 していった。工場近 くの大規模 な

「籠屋」の所有者のなかには、彼 らのための食堂 も合わせて経営することで私服を肥やす者 もあ

った。このことを思えば、都市居住の究極のかたちは、この 「籠屋」であるのかも知れない。個

人の住居は鍵のかかった一台のシングルベ ッドにまで圧縮され、路上あるいは公共の場所で大半

の時間を費やす香港住民は、睡眠のためだけにこの小 さな我が家へ と帰ってくる。こうした香港

の都市生活一般について、都市社会学者 ・大nは 次のように述べている。

「香港の持つ高密性は住居の機能を限りな く就寝機能に純化,特 化させ,家 庭生活の諸機能を

パブリックな空間へ とはみ出させてゆ く。また,1つ の住居空間を他の家族 と共有することも

珍 しくない高密度居住のなかで,本 来プライベー トな空間もなかばパブリック化する。このよ

うな環境のもとで人々の生活の主要部分は 『プライベー ト』 と 『パブリック』が相互に入 りく

んだ境界領域において営 まれることになる。」3)

しかしなが ら、この認識か ら出発 して住居の具体像を描 く場合、「プライベー ト」 と 「パブリ

ック」 として示されている内容自体が文化的に何 を意味 しているのか、そしてその境界領域が

人々の生活のなかで実際にどのように設定されているのか、 とい うことが まず問題 となるであろ

う。屋外のス トリー トに存在する 「戯院」(映 画館)な どの公共的施設については引用文 に続 く

大橋 自身の説明があるので、ここではベッドに近い部分での都市生活を覗いてみる。

香港、ペナン、シンガポールでの調査経験を持つアメリカの人類学者、アンダーソン ・ジュニ

アは、各地での調査経験に基づき、狭い空間に多 くの家族成員を抱えた場合に生 じる混雑につい

て、中国人がいかに対処 しているのかを論 じている。アンダーソンのあげる中国人の対処の原則

を簡単にまとめてみると次のようになる4)。

(1)ベ ッドルーム(「睡房」)と キッチン(「厨房」)と リビングルーム(「客17;u・」)が分かれてお り、

それぞれが別の機能を持っている。ベ ッドルームは寝た り、着替えたりするだけの場所で、人々

は大半の時間をキッチン及びリビングルームで過ごす。

(2)タ イム ・マネージメン トに柔軟性がある。個々人は食べたい時に食べるので、ある時間にキ

ッチンが混むことを避けることができる。

(3)騒 音は問題とされない。家庭内の騒音は生命力と活動を意味 してお り、誰もそれについて不

満 を述べない。

(4)地 位や尊敬が確固として保たれている。構造的 ・形式的な活動が、非構造的活動よりも重ん

じられる。二つの家族が家を共有 している場合、ある家族に訪問客があった時には、 もうひとつ

の家族はキッチンなどへ移動する。

(5)誰 もが他人の子供 をしつけることができる。



218 奈 良 大 学 紀 要 第29号

(6)関 係のない他人が感 情的に深 く関わってくることはないと考 えられている。 自分の心中をみ

だりに明かしたり、親族でもない者が個人的な問題に関わった りすることがないのはもちろんの

こと、お互い話 したくなければ話 しかけることすらしない。

これらの原則を見てみると、香港の高密度性が もたらした都市的生活スタイルが、実はかなり

のところ中国人(華 人)の 文化に内在するものであるということを想像で きる。 もちろん世界人

口の四分の一以上を占める中国にゆか りのある人々の文化はかなり多様であ り、「中国人」や

「中国文化」 を本質的 ・固定的なもの として考えることには慎重であらねばならない。 しか しな

が ら、同様に都市の生活 を、見知らぬ者同士が出会 うス トリー トや個人的な安 らぎをもたらすベ

ッドの問題にのみ限定 してしまうことも避ける必要がある。

追究すべ き問題は、まさにベッドとス トリー トの境界にある。個々人が独立に生活 しているか

のように見える単身者の空間でさえも、ベ ッドとス トリー トだけではないことは、映画 「籠民」

に描かれた 「籠屋」生活からも看てとれる。アンダーソンの原則 どお り、仕事に出ない時、彼 ら

は自分の籠から抜け出し、籠 と籠のあいだの狭い通路や、共同の物干 し場などの公共の場所で、

無駄話 をした り、将棋や麻雀をした り、酒を飲んだ りして過ごす。籠から出ないのは 「七十一」

(セブンイレブン)と いうあだ名の老人だけである。彼はいつ も自分の 「店」の商品とともに籠

のなかにいる。その彼 も中秋節の晩ついに籠の外へ と出る。そして彼の決意にも触発されて、他

の住人たちは踊 りだし、そこでパ.__.ティーが開かれることになる。

ところで香港住民の多 くは単身者ではなく、家族 とともに住んでいるということも明らかなこ

とである。高齢者 も基本的には親族による世話を受けることが望 ましいと考えられている。そこ

で次に、文化を規定する原則 にはあまりこだわらずに、香港の家庭生活における境界設定の実践

について、具体的な例を補足することにしたい5)。香港の住居を考えるための興味深い材料のい

くつかが明らかになれば、ここでの作業は十分目的を達 したといえるであろう。そして、その作

業を行う上では、アンダ.___ソンにならって、私たちの文化 との比較を意識することにしたい。

ある香港中国人の家を訪問すると仮定 してみよう。家のなかの人が鍵 を開けてくれているあい

だ、すでに家の中が見えてしまっているか も知れない。扉は開けられたままで、鉄の柵にだけ鍵

がかかっている場合 も多いからである。それか ら中へ入るようにすすめられる。あわてて靴 を脱

こうとすると、脱がなくてもいいといわれた り、中でゆっくり腰 を下ろ して脱げばいいといわれ

たりする。入 り口から入ってす ぐの部屋は、たいてい 「客磨」にあたる。

日本の家屋の場合には玄関と応接間のあいだには廊下がある。そして玄関で靴を脱 ぐことにな

ってお り、けっして土足では床 に上がらない。日本では、雑踏 を 「ひとごみ」と表現することに

も表れているように、「そと」には 「ばい菌」があると考えられている。そのため靴 を脱いだ後

にマ ットで足を拭 くなど、「うち」にそれを入れないようにすることが期待される6)。このような

浄/不 浄の境界設定が きわめて重要である日本と比較 して、香港においてその境界はあまり重要

ではない。

それから香港では家の中に入ると、まず座るように促され、お茶 をすすめられる。 どれほど大

人数で訪問 しても、家の中から必ず全員の座る分の椅子が調達 されて くる。会話の本題は、全員
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が腰 を下ろしてからゆっ くり始まる。「鷹」(テ ーン)と 一般 に呼ばれる 「客鷹」は、客間であ り、

かつ、居間でもある。家のなかで もっとも重要な場所がここであり、家族で円卓 を囲み食事をす

るのもこの場所である。また家族のあいだで引っ越 しが話題にのぼる場合、大 きな家へ引っ越 し

て多 くの人が座れる大きな 「磨」を持ちたいという理由が持ち出されることも多い。クーラーの

取 り付 けやソファーの買い替えなど、「磨」の設備の改善 も積極的に検討 される。ベ ッドの数が

家族の成員の数に比べて足 りない場合、「磨」のソファーは夜 にはベッドの代 わりにもなる。

香港の家のなかで、話 しの途中に トイレを借 りたとしよう。 トイレとシャワー室と洗面台が一

緒になっている部屋へ案内される。その部屋の ドアは始めから開いている。使っているときは閉

められ、使い終わるとまた開けるので、人の有無を知るにはわか りやすい。

日本の場合、使われていない時でも トイレの ドアを閉めてお くことが多い。 日本の トイレはそ

の名のとおり 「ご不浄」なので、 ドアを閉めて 「ばい菌」が他の部屋へ入 らないようにしなけれ

ばならない。 トイレと風呂が分けてつ くられる傾向が日本 にあるの も同じ理由である。風呂は体

を清めるところなので、 トイレとは正反対の性質を文化的に帯びている。また、日本の水洗 トイ

レではきれいな水道水が使われているのに対 し、香港の トイレでは海の水(「 成水」)が使われて

いる。食べ きれなかったおかずの残 り汁や 日にちの経ったスープ、さらには死んでしまった金魚

など、不要で流れるものはこの海水 にまかせて トイレから流 して しまう。 トイレから海に通 じて

いるといってしまうのはいい過ぎになるが、香港において トイレは外 に通 じる出入 り口のひとつ

である。

このほか家の中で、玄関の扉、 トイレと同様、屋外に通 じているのは窓である。窓が扉や トイ

レと同じ性質を持っているということは、ここか らゴミを下へ落とす人がたくさんいることから

もわかる。冷房をしている時や、外出中、また台風の時などを除き、窓は基本的には二十四時間、

開けられたままである。香港の人々は保健や衛生に関して 「風水」 に基づいた説明をすることが

あ り、窓を開けるごとや扇風機で風 を送ることは、文化的な環境観 ・自然観に則った行為 と考え

られているといえよう。

例えば、このことに関して、「人在紐約」(1989年 、關錦鵬監督、日本名 「フルムーン ・イン ・

ニュ.___.ヨーク」)と いう映画の一場面を引用 しよう。この映画の主人公は、台湾、中国大陸、香

港から、それぞれニューヨ,___.クへやってきた三人の中国人女性である。彼 らが仲よくなり出した

ころのある場面では、大陸から来た女性が、香港出身の女性から教わって、自分が早 くニューヨ

ークに慣れることができるようにと夜中に家の窓を開け、ニューヨークの空気 をいれようとする。

そして、チャイニーズ ・アメリカンの夫は、自分の新妻の していることが何かわからず、 とても

驚 く。このことからも、香港中国人が他の中国系の人々に比べて、「風水」の考えに深 く親 しん

でいることがわかる。

また、窓は、洗濯 した衣類を干す場所でもあ り、そのことで外 とつながってもいる。物干 しざ

おを突き出した香港の住宅ビルの風景は、とりわけ有名であるが、衣類の干 し方は建築物の物理

的構造 にも依存するので、様々なかたちがある。乾燥機やクーラーが普及した今 日、この有名な

風景も減少しつつある。香港は、夜間の風が強いので、せっかく干 した衣類が夜のうちに飛んで

いってしまうことも多 く、窓から外へ出して干すことは、ある意味で不便である。飛んでいって
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しまった場合、窓から放られたゴミと同じく、物体は個人あるいはその家の所有から離れてしま

う。ある住民の説明によると、翌朝下へ拾いに降りても、それよりも早い時間に来て、落ちてい

るいる服をすべてもっていってしまう人がいるので、自分の服は見つからない。

このように日本 と比較 した場合、香港の住居を取 りまく境界は、かなりあいまいである。家は、

玄関の扉、 トイレ、窓などを通 じて容易に屋外 と通 じてしまう。また香港の都市生活を考える上

で、家屋 と合わせ、その器に盛 られた中身としての家族に対 しても重 きを置 くならば、「磨」と

いうベッドとス トリー トのあいだに存在する空間がいかに重要であるかが容易 に理解できる。香

港で頻繁に使われている広東語の単語には家 と家庭を合わせた 「屋企」(オ ッケイ)と いうこと

ばがあるが、このことばは家族 とその空間の重要な結びつ きを示 しているといえる。

皿 家を動かすもの

1990年 代 に香港でヒットした任侠映画シリーズ として、「古惑仔」(日 本名 「欲望の街」)シ リ

ーズがある。1995年 につ くられたその第一作 「古惑仔之人在江湖」(劉 偉強監督、日本名 「銅鋸

湾(コ ーズウェイベイ)の 疾風」)は 、主人公 ・陳浩南(チ ャンホウラーム)が 裏の世界に入る

きっかけとなった出来事の回想シーンから始まる。時は十年前の1985年 。セピァ色の画面は、あ

る公共住宅地区を映 しなが ら、「古惑仔」(ク ウワクチャイ)と 呼ばれる、裏の渡世に身を任せた

最近のクールな青少年が、いかにして出現したかを歴史的に説明する文字が流れる。なお、ロケ

地は1966年 につ くられた九龍の公共住宅地区 「藍田邨」である。

その後、場面はその公共住宅地区のグラウンド(「球場」)に 移る。まだ少年の陳浩南が、ネク

タイをはず してはいるものの、中学の制服姿のままでサ ッカーボールを蹴っている。そこへ二人

の仲間が加わる。ひとりは、嫌いな英語の授業を抜け出してきたのだった。いっぽう、そのころ

「山難」(サ ーンガイ)と いうあだ名の少年は、公共住宅の階段で身をかがめ、上っていく女子学

生のスカ.._トの中を覗いている。そして母親に見つかって叱られ、逃げるようにして下のグラウ

ンドへ降 りてくる。そして、陳浩南が山難へ向けて蹴ったサ ッカーボールが運悪 くヤクザに当た

り、彼 らはか らまれてしまうことになる。

この映画は、青少年男性 を読者にした香港出身漫画家の劇画作品が原作になっていることが特

徴的である。こうした香港産の劇画(「 連環圖」)は 、週刊 や隔週刊の雑誌のかたちで流通 し、

「武侠小説」 といわれる大衆文学を背景に1980年 代から発展 してきた。 しかしながら、ここでは

住居 と映画 という私たちの関心に沿って冒頭のシーンにのみ注目してみよう。冒頭に浮かびあが

る百字あまりの文字によって、1995年 の 「古惑仔」の問題が戦後の公共住宅政策を中心にした香

港の社会史のなかに位置づけられている点が興味深い。

最初に言及 されるのは、石破尾地区の大火であ り、その後多 くの家庭生活が、政府が提供する

公共住宅の狭い空間の中で営 まれたことが述べられている。この石破尾の話は、香港の社会政策

を語るうえで必ず言及される歴史的事件であり、戦後の発展 に関する起源神話のようなものと考

えることができる。なおスクリーンでは 「一九五六年」 とあるが、この事件は1953年 のことであ

る。
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そしてこの冒頭の文章では、狭い空間の中で次 なる社会的上昇を目指す家族のエネルギーが、

子供に対する過度の教育の圧力 として表現 されたという指摘がある。このことは単なる空間の問

題 としてだけではな く、家族を含めた社会全体の問題 としても公共住宅の問題 を考 えてい くべ き

であることを示唆 している。さらに、そうした家族の圧力を受けて、道を踏みはずすことになっ

た青少年の、エネルギーが向けられた空間としてグラウンドがあったという説明も興味深い。そ

して、その場所は青少年犯罪の温床 ともなった。山難は、グラウンドへ出る前に、家の近 くの階

段で個人的な趣味を享受 していたが、階段 もまた、グラウン ドと同じく、家と学校のあいだに存

在する自由な空間である。 しか しこうした自由な空間も、私的なものから出発 したのでなく、政

府の都市計画の一環 としてもたらされたのだった。

ところで私たちにとって興味深いのは、同じような説明が、1997年 につ くられた映画 「香港製

造」(陳 果監督、日本名 「メイ ド・イン ・ホンコン」)に も見 られるということである。その冒頭

では、主人公の少年がグラウンドでバスケ ット・ボールをしている。公共住宅を舞台に 「古惑仔」

として活躍する彼の独白は、彼が初級中学を終えてその後進学できなかったことを香港の教育制

度のせいだとしている。

前章では、家屋の内部について社会学的 ・人類学的考察を試みたが、本章ではその家屋が置か

れている社会的 ・文化的文脈について目を向けることにしたい。香港の住民の約半数が住むのは、

政府 が提供する住宅である。この政府の公共住宅 は、1973年 に 「房屋委員會」(Housing

Authority)と いう住宅公団が正式に組織 されてか ら大規模に計画 ・建設されるようになった・

「房屋委員會」は今 日、世界最大規模の住宅公団であることを自他 ともに認めている。 しか しな

がら、住宅をめぐる政治は、ある意味で香港の植民地化以来続いてきたもの とも考えられる。こ

こで、 もう少 し時代を遡ることにしよう。

香港が19世 紀半ばに植民地化 される以前、この地は中国の辺境であった。続々と南下 して くる

移民が順々に肥沃な土地 を占め、一族ごとにまとまって村 をつ くった。課税の対象 となるなかで

彼 らの土地は中華帝国に組み入れられていったが、それでもなお多 くの土地が無主のままだった。

香港島の割譲に始 まる植民地化の過程 において、無主の土地はなくなった。例えば、租借地の新

界地区では、原住民が新たに指定され、彼 らの所有地が保護されるいっぽうで、その他の土地は

すべて、イギリス王室の土地として政府の直轄地に組み込 まれた。今 日、移民が空いている土地

に家を建てれば、それは政府の土地 を不法 に占拠 したことになる。

戦後、多 くの難民が中国から香港に流入 ・定住 し、その過程で、香港や九龍の山裾などに不法

のバラックが密集 して建てられることによってスクォッター地区がで きた。こうした 「新 しい村」

は、「寮屋pa」(SquatterArea)と して今 日政府の管制下に置かれている。政府の開発計画によっ

て自分たちの村がいかなる運命をたどるのかは、住民たちの力の及ばない問題である。また、こ

の不確かな未来は、割譲地である香港島や九龍地区に植民地化以前から存在 した 「古い村」にも

同様に架せられている。この結果、新界地区とは違って、九龍地区の伝統的な中国式家屋の多 く

は、戦後に開発が進むにつれ跡形 もなく姿を消すことになった。

映画 「籠民」で描かれる 「籠屋」も、外から押 し寄せる政府の力によって同じ運命 をたどった。

建物の取 り壊 しと立ち退きの話しが出るなかで、最初は金銭的な補償に心が揺 らいだ住民たちも、
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ついには立ち退きを拒否することに意見 を一致させる。 しか しなが ら、外からの力はあまりにも

大きく、映画の後半で時間をかけて描かれるのは、強制立ち退 きの執行シーンである。「籠屋」

に立てこもる彼 らは、ベッドを囲った鉄の網をのこぎりで切られることで家から引 きず り出され、

建物が壊 されるなか、担架に乗せられて外へ出る。

ところで、ここで注意 してお く必要があるのは、政府の土地を不法に占拠 したスクォッターの

問題 と 「籠屋」問題の差異である。香港島や九龍の村の問題と同様、この問題が住居 を動かす植

民地政府の力に関わるということは確認できる。しかしながら、なぜ政府は、建物のなかに存在

する 「籠屋」に立ち入ることになったのか。 このことを説明するためには香港の現代社会史にも

う少 し深 く入 りこむ必要がある。

映画 「古惑仔」の主人公たちを思い浮かべてみよう。彼 らは、1985年 の時点で中学に通 ってい

た。香港の 「中学」は、日本の中学校 と高校にあたるから、彼 らが生まれたのは、ちょうど1970

年前後 ということになろう。このころ、すでに多 くの家庭は公共住宅で生活を送っていた。1953

年に起 きた石破尾地区の大火の例からもわかるように、スクォッターの消滅 と公共住宅の建設は

歩みを同じくしている。不法に建てられたバラック(「木屋」)を壊せば、それだけ政府が自由に

できる土地が生まれるのであり、その空いた土地に公共住宅(「公屋」)が建てられた。こうして、

九龍地区の外延が 「新九龍」 として開発され、新界地区には、い くつ ものニュータウンが生 まれ

ていった。

ところが、1980年 代に入 り、ニュータウンの成果が思わしくないことと、都市部で再利用でき

る政府の土地がなくなってきたことに起因 して、政府は民間のディベロッパーが都市部の再開発

を行うことを奨励するようになった。そ してこの再開発の過程で、「籠屋」や 「天台屋」(ビ ルの

屋上に建てられた家)の 問題が浮上することになった。なぜなら、再開発計画の施行にあた り、

古いビルの所有者は業者にビルの権利 を譲るが、その時に 「天台屋」などが存在する場合は 「建

築物條例」に違反するので、高額での取 り引きが成立 しに くいか らである7)。計画が実行に移 さ

れると、古いビルの屋上に住む人々は立ち退きを迫られることになる。彼 らが占拠 している場所

に対 しては、政府ではなく私人が権利 を握っているため、スクォッター地区の住民があてがわれ

るような、政府からの金銭 による補償や公共の仮設住宅(「 臨時房屋」、略 して 「臨屋」)は 期待

できない。政府は建築物の安全を保証するために法律を設けたのであるが、皮肉なことに、その

法律 は建築内部の住民の安寧には寄与 していないのかも知れない。

それでは、香港の住民は、こうした外部からの力に自分の住居を委ねたまま、受動的な立場に

あ り続けているのであろうか。必ずしも、そうとはいえないであろう。「古惑仔」や 「香港製造」

に見られる社会問題を引 き起こしたのは政府の公共住宅政策であるかも知れないが、同時に公共

住宅が香港住民 に恩恵をもたらし、戦後の香港の経済発展 に貢献 したのも明 らかなことである。

彼 らは、政府が設定する環境のなかで、自分たちの力を存分に発揮 しようと積極的に努めてきた。

住居 を動かす力を考 える時、外側の力と同時に、内側の力 も考える必要がある。

住居 を動かす内側の力は、たえず社会的上昇 を目指す香港中国人の衝動に源 を発 しているかの

ようにみえる。個人が事業を起こす機会に富み、社会階層の流動が激 しいと信 じられている香港

において、人々は一種の 「ホンコン ・ドリーム」 を共有 している。人々の目標は仕事や商売に成
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功 し、高額な住 まいを手に入れることであ り、男性の場合、金銭的な財や家があってはじめて、

女性が結婚に同意すると語 られることも多い。また人々は、この 「ホンコン ・ドリーム」の体現

として、今 日、香港の財界をリー ドする財閥がいかにして成長(「 獲達」)し てきたのかについて

よく知っており、そのことは、日常の会話や週刊誌などでたびたび話題にされる。例えば、「超

人」 として君臨する李嘉誠の長江グループの場合、1967年 の暴動のころ、土地の価格が暴落 した

ときに不動産を買い漁って富を蓄積 した話が有名である。この話は、不動産に投資 して富をつ く

ろうとする香港中国人の神話のひとつといえる。

それでは住居を動かそうとする香港中国人の実践を微視的に見てみることにしよう。一つの事

例 をあげる。最近給料のいい会社に転職 したばか りの、ある若い独身男性は、次のように自分の

夢を語っていた。彼は現在、九龍地区の 「公屋」に住んでいるのだが、一生懸命に働いてお金を

貯め、二つの家を買 うのが 目標である。一つは、今の家の近 くにある 「居屋」(「房屋委員會」が

安価に分譲する 「居者有其屋計劃」 に基づ くマンション)で 、ここに自分の両親を住まわせたい

と考えている。もう一つは、香港島の中環(セ ントラル)に ある 「私家櫻」(民 間業者の分譲マ

ンション)で 、これを買った後で他人に貸 し、その家賃で両親を養いたいという。

この夢の語 りには、いくつもの要素がからんでいる。まず、自分が住むためではなく、両親が

住むための家を買 うということである。香港の中国人は自分の給料のうちのかなりの割合 を占め

る金額を年老いた両親に仕送 りしている。この親孝行の延長として、将来両親のために家 を買い

たいということを若い人々はよく述べる。この男性の場合、近いうちに自分が結婚するという予

定はないため、自分のための家を先に用意する必要はない。また両親が新 しい 「居屋」へ移 り、

彼が結婚 した後は、夫婦で古い 「公屋」に住み続けるという可能性も残っている。

また、複数の家 を買 うことを同時に考えていることも興味深い。 もう一つの家は、自分や両親

が住むわけではないので、もっぱら富を蓄積するためのものである。直接転売を目的としてはい

ないが、不動産への投資 と考えることがで きる。たえず社会的上昇を目指す香港中国人は、転職

と同様 に転居 も多い。転居時に前の家を売ることで利益が上がることがあるが、転居 とは別に、

利益を得 ようとしてマンションの売買を行う場合 も多い。こうした投機的なマンシ ョンの売買を

香港の広東語で 「妙縷」(チ ャウラウ)と いう。この 「妙」 という表現は、「妙股票」(株 の売買)

などのことばを通 じて、頻繁に用いられる。「妙縷」の場合は 「妙」という動詞の目的語がビル

になっている。株券 とは違って、住居は本来住むためのものであ り経済的な取 り引きの対象では

ないが、この二つのことばから推測できるように香港では同じようなものとして扱われている。

なお現実の世界経済において、香港の経済は1997年 秋のアジアの金融危機によって大きな打撃

を受けた。マンションの価格が下がることで、それほど裕福ではない中産階級の所有者は転売が

できないまま多額のローンを抱えることで苦 しんでいるという話 もしばしば聞こえる。 しか しな

がら、その後も香港住民の不動産への情熱は冷めていない。上で述べてきた社会的 ・空間的上昇

への夢は、公共住宅に住む人々が自分の家をもつことを奨励するその後の政府の積極的な住宅建

設のなかで、依然保たれている。

香港に住む人々にとって、このように住居は重大な関心事である。彼 らは、日々マンションの

値段 を話題にし、新聞や週刊誌の住宅情報 を眺め、新 しいマンシ ョンが建 った時には、多 くの人
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が足 を運ぶことで混雑することがわかっていても見学(「 目弟櫻」)へ 出かける。加えて香港が中国

に返還されてからは、深釧など隣接する広東省の都市の不動産への関心 も高まっている。

例えば、このことの興味深い例を一つあげよう。香港生まれの作家 ・張小姻は、新聞の人気コ

ラム 「貼身感覚」において、不動産の売買に興味の無い人で も不動産情報に目を通さなければな

らない理由を、おもしろおか しく説明している。経済新聞の付録についてくる住宅情報では、ど

のビルのどのフラットがい くらで売 りに出されているのかがわかるので、それは昔の恋人や旧友

についての有用な資料になるのだという。張小欄のあげる例は次のようなものである8)。

自分の別れた妻が、自分と一緒に住んでいた家 を売っていることがわかったとしよう。かつて

彼女は 「この家は永遠に売 らない」といっていた。「この場所であなたの心が自分のところへ ま

た戻って くるのを待つ」ということもいっていた。ここにはた くさんの思い出があるので、彼女

は売ることができないでいたのだ。 しか し今や彼女はこの家 を売った。そのことから考えると、

もはや彼女は自分のことを愛してはいないのかも知れない。

かくして今 日の香港では、人々の暮 らし、さらに人々の心は住居を通 してあからさまになる。

lVノ スタルジアの揺藍

前章までは、住居の内部と外部について、そ紅それ映画を導きにして概説 してきた。いっぽう

現代香港の興味深い現象 として、住居の問題が、映画をはじめとして、学問的にも日常的にも

様々なメディアを通 じて顕在的に表現 されるようになってきているということがある。それでは、

この現象はいかにして生じてきたのか。イアン・ジャーヴィーの研究が行われた1970年 代に遡 っ

て、検討 してみることにしたい。

この現代香港の社会的 ・文化的変化について、ジャーヴィーの香港映画の分析は、いくつかの

興味深い論点を示 している。ジャーヴィーによれば、1970年 代以前の映画は、現代劇であれ時代

劇であれ、家族の問題を中心 に扱 っている。なかで も好まれるのは、家族のための自己犠牲 とい

うテーマである。家族と家族関係にまつわる緊張は中国の小説や演劇でよく扱われる題材であ り、

香港映画は家族を扱 うことで戦前との連続性を保持 し、難民 として香港に住みつ き、離散 してし

まった香港中国人の 「文化的ノスタルジア」に奉仕 していた9)。

前章で触れた今 日の若い男性の例からもわかるように、この家族のきずなの強さは1990年 代の

香港においても変わらない。家族はノスタルジアの対象ではなく、現前するものである。 しかし

ながら、1970年代以前の香港中国人が、現実の家族関係 とは別に、想像上の中国家族 を思い描 き、

映画を通 してそれを追求 していたとするなら、「ノスタルジア」という表現は正 しい。なぜなら

今日の多数派を占める香港生まれの住民たちとは違って、彼 らの多 くは現実に中国が変化 したこ

とによって香港へ移 り住むことを余儀なくされた人々であったからである。

それでは、1970年 代以降、香港の人々と映画はどのように変化 したのであろうか。ジャーヴィ

ーによれば、まず、この近代化 した社会で生まれ育った住民が増えてきた。彼 らは自分たちが生

きている、あるいは生きようとする世界に近い映画を好む。それにあてはまる香港映画は、剣劇

やカンフーなどのアクション映画で、その主人公たちはスクリーンを通 じて、人間は孤独である
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というメッセージを繰 り返 し語ることになった10)。

この変化の図式でジャーヴィーが想定 している近代化論は、今 日から見ると、かなり単純なも

のだといわざるをえないであろう。前述 したアンダーソンの議論からも推測できるように、中国

人の都市的な生活様式には本来的に個人主義的な部分が含まれていると考えることがで きる。 し

かしながら、映画に見 られるような何 らかの変化が、「香港人」が出現 した1970年 代以降の時代

に起こったことは十分考えられる。このことをジャーヴィーが言及 したノスタルジアから考えて

みたい。

戦後すぐに移民 してきた人々は家族にノスタルジアを感 じていた。それは、まさに彼らが家族

と別れる経験 を持 ったからである。その後、彼 らが家族をつ くり、香港に定住するなかで、家族

へのノスタルジアは消えていった。香港生まれの世代 にとって、家族は変わらずにあるものであ

る。それに対 し、変わ り続けるものは何か。それは、上で見てきた家屋である。今日の香港にお

いて、「香港人」のアイデンティティーの主張 とともに、かつての住居に対するノスタルジアが

顕在化 してきた背景 には、 ここ数十年のあいだに香港住民が経験 した生活スタイルの変化があ

る。

「木屋」や 「公屋」で家庭を持った移民の第一世代 は、子供に教育の機会を与えることで、次

世代の社会的な上昇 を夢見た。これが子供にとって過度の圧力 ともなったのは、映画 「古惑仔」

や 「香港製造」 に指摘 されるとお りである。何 とか圧力に打ち勝ち、外国で教育を修めて社会的

上昇を遂げた第二世代は、恩返 しをする親があっても、帰るべ き家はなかった。彼 らが漠然 と帰

還 を願 う故郷は 「香港」という街で しかなく、自分の生 まれ育った家屋ではない。その状況は、

かつての中国において旧家の子弟が学問を修めて自分の屋敷に戻ってくる場合 とは異なる。今 日

の香港において社会的移動は空間的移動 を伴い、人々はある意味で流浪 し続ける11)。

そして政府が提供する 「臨屋」や 「公屋」の公共住宅でさえも同じ姿を見せ続けるわけではな

い。例えば、一つの事例 を示そう。ある親子が、自分たちが以前住んでいた公共住宅地区をタク

シーで通ったことがあった。ちょうど、新 しいビルが建てられていた。彼 らは、それが 「居屋」

であるか、それとも 「公屋」であるかをめぐって、車中で議論を始めた。彼 らによると、その ど

ちらかを見定める要点は、窓であるという。「居屋」の窓は 「私家櫻」の窓に似 ていて、デザイ

ンがいいという。その時の結論は、これは 「居屋」であろうということであった。ところが、後

日、この建設中の建物は、「公屋」の建て替え(「重建」)で あることがわかった。

香港では現在、古 くなった 「公屋」の建物 を取 り壊 し、新 しく建て直すことが行われている。

その過程で、香港住民 になじみのある古いデザインの住居は目の前から消えてな くなる。また、

消滅 していくものには、その建物だけではな く、そこで営まれていた人々の生活 も含 まれる。

また一つ事例 を加えよう。現存する 「公屋」で、夜間の窃盗が起こった。ある家では、玄関の

近 くに掛けてあった服から財布が取 り出され、金銭が盗まれた。同じような事件が近所の何軒か

で起こった後、犯人は近所の子供だ とわかった。それと同時に、被害に遭った家の多 くが、日ご

ろ就寝中の夜間、玄関の鍵を掛けていないということも発覚 した。かつての古いモデルの 「公屋」

では、 トイレや台所が家の外 にあ り、それぞれ鍵 もついていたが、当時は誰 も鍵 を掛けなかった

という。近所の人々は、お互い知 り合いであり、それぞれの家庭生活を日常 目にしていただけで
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はなく、お互いの事情についてもよく知っていたといわれる。今日 「公屋」のデザインが変わ り、

近所のつ きあいがなくなった後 も、そのころの生活習慣がある部分は残存 していることをこの出

来事は示 している。

そして、この近隣i関係の変化 と価値観の変化 をよく示す香港の広東語の単語がある。それは

「師妨」(シ ーナーイ)と いうことばである。今 日の香港において、このことばは、日本語の 「専

業主婦」や 「オバタリアン」にあたるものとして、否定的な意味合いで使われる。しかしながら、

本来、このことばの意味は必ず しも否定的なものではなかった。二〇代後半のある男性は、自分

が子供の時には近所のおばさんをふつうに 「師妨」 と呼びかけていたと語っていた。「師妨」は

「おばさん」 という中立的な意味合いで使われ、それに該当する女性たちは、近所に普通に存在

する香港中国人の人間形成における 「意味ある他者」(significantothers)で あった。 しか しなが

ら今日、近所づ きあいをすることも少なくなり、多 くの女性が結婚 ・出産後も仕事を続けるなか

で、そのことばの否定的な意味が強 くなっていった。なお、今 日住居のなかの重要な女性 として

は 「菲傭」(フ ェイヨン:フ ィリピン人メイ ド)が 存在 し、「公屋」 に住む人のなかにも住みこみ

で雇っている場合がある。

1950年 代か ら60年代に多 くの公共住宅地区が建設されていく過程では、不法の 「寮屋匠」を立

ち退きにし、そのままその住民 を近 くに建設 した公共住宅(「 徒置大度」)へ 再定住させていくと

いうことがあったため、スクォッター地区のコミュニティにおいて保たれた同郷のきずな(そ れ

は親族のきずなと重なる場合 も多い)が そのまま公共住宅地区にもたらされるということがあっ

た。また政府は1973年 以降、「公屋」や 「私家縷」 を単位に住民が 「互助委員會」(MutualAid

Committee)を 組織することを奨励 したため、1970年 代から80年代にかけては 「互助委員會」を

中心にして近隣活動が推進 された。しかしながら1990年 代以降、選挙政治が本格的に導入される

ことで公共住宅地区における区議会議員(「 匠議員」)の 活動が活発 にな り、それと対照的に 「互

助委員會」の活動は低調になっている。

この 「互助委員會」の近隣活動の停滞を示す事例を一つ加えよう。最近行われている香港政府

の住宅政策の方向 として、持ち家の増加の推進がある。このことの関連で、いずれは現在の公共

住宅が売 りに出されるといわれている。そのために政府は、公共住宅の商品価値を高めなければ

ならない。ある公共住宅では、2000年 に建物の入 り口に暗証番号方式の鍵のついた立派な扉がつ

けられ、エレベーターの前に警備員が配置された。これは、「私家棲」 と同じ保安の方法である。

かつて 「互助委員會」の役割の一つは、エレベーターのそばの事務所に委員が椅子を出 して皆で

テレビを見、遅 くにビルへ帰 って来る住民の安全を守るということにあった。このビルの場合、

この鍵付きの扉がで きたために、入 り口が建物の外 にある 「互助委員會」の事務所とエレベータ

ーとが切 り離されて しまった。

か くして現代香港の文化形式に見 られる住宅建築へのノスタルジアは、このような現実の変化

のうえに生 じてきた ものであると考えることができよう。1960年 代や1970年 代の映画では、住民

の生きかたに関わるテーマが好んで選ばれることがあっても、香港で現在する住居そのものを舞

台とすることはなかった。それを対象化するためには、時間的にも空間的にも十分に隔たること

が必要だったからである。
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Vネ イティヴはどこへ行ったのか

前章で見てきたことから、香港の住居 を描いた香港の映画が、現実の香港社会の変化を反映し

て制作されてきたということを想定できるであろう。その点で、これらの香港映画は、香港出身

の比較文学者、レイ ・チ ョウのいう 「自己についての民族誌(オ ー トエスノグラフィー)」 とし

ての性格を十分に有 しているといえるかもしれない。 もっともレイ ・チ ョウは、第三世界の映画

をとりあげることの重要性は、伝統的な人類学が対象 としてきた西洋に 「見 られている」他者が、

その視線を意識 して自分 自身を表象化 し、民族誌化することにあると考えている12)。そのため、

「自己についての民族誌(オ ー トエスノグラフィー)」 とは、第一義的には、知識人が世界の知識

人に向けて自身の文化像を投げかけた作品のことを指 している。これはレイ ・チ ョウの映画批評

が対象 とする、欧米の映画界で評価を受けた中国の 「第五世代」の監督 とその作品については妥

当なものである。なぜなら、これらの中国映画は外国での評価を意識 してつくられたものであ り、

多 くは中国国内での上映を禁じられているからである。

いっぽう香港映画の場合は、これ らの中国映画の場合とは異なる。「香港映画」(香 港では 「港

産片」 という)と は、なによりもまず香港の住民が香港の住民に向けて制作 したものであ り、外

国の資本が入ることや外国での評価を受けることがあっても、香港での流通 ・消費 を前提 に生産

された映画 を指 している。そのことをあらためて考えれば、具体的に香港の住民がいかに映画を

消費 しているか という観点から映画 と社会の関係を考察することの重要性 に思いあたるであろ

う。 しかしながら近年の文化研究は、いっぽうで 「視聴者の民族誌(オ ーディエンス ・エスノグ

ラフィー)」 という社会学的な調査研究を発展させながらも、文学や映画などの文化批評の分野

では、「芸術性が高い」 と評価 されるテクス トだけをとりあげて安易にテクス トの外部 と結びつ
i

けようとする傾向がある。

例の一つとして、知識人が好んでとりあげるウォン ・カーウァイ監督の作品を考えてみたい。

1994年 につ くられた 「重慶森林」(日本名 「恋する惑星」)は 、日本でも公開されて人気を得たが、

日本の知識人は香港都市社会を投影 した傑作 としてこの映画 を評価する。文学者 ・藤井省三は、

'「『恋する惑星』は国際都市香港の人々の不敵なまでの活気 とその背後に潜む九七年への不安 とを

見事に描 き出 した」13)と書 き、人類学者 ・西澤治彦は、「運命の日をはさんで展開する二組の恋

愛物語を軽快に描 きながらも、返還前の香港社会や香港人の心情 を見事 に描いている作品」14)と

述べている。しか しながら、ここでいわれる香港人の香港返還への不安の根拠 は何であろうか。

香港返還直後に書かれた彼らの本のなかには説明がない。

筆者は、1994年 にこの映画を香港の友人と共に香港の映画館で見た。「恋する惑星」が他のウ

ォン ・カーウァイ作品とは異なり、多 くめ観客を集め、香港住民に歓迎されていたことは事実で

ある。 しか し、この映画を見た人で、この映画の内容を香港返還の不安と結びつけて説明した人

は筆者の周囲にはいなかった。1990年 代前半には、返還を前にしての出国ブームが一段落 し、む

しろカナダやオース トラリアから香港へ帰還する人々が 目だっていた。この時期は不安ではなく、

中国と台湾の経済協力を含めてアジア経済の将来について明るい希望がもたれていた時期にあた

る。そ してこの作品で舞台 となったチョンキン ・マンションや、当時できたばか りの中環(セ ン
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トラル)と 半山区(ミ ッド・レベル)を つなぐエスカレーターは、一般の香港中国人にとって生

活に結びついた場所 というよりは、エキゾチックな場所であった。

そもそもウォン ・カーウァイ監督の作品をそれほど多 くの香港住民が見ているわけではない。

多 くの人が余暇 として自宅で映画 を見 るようになった今 日、「戯院」の数 も観客動員数 も減少 し

てきている。香港の住居 における 「廉」のなかで重要な家具のひとつは、ソファーに向かいあわ

せに置かれた大 きなテレビである。広東語のテレビ ・チャンネルは二つ しかないが、「辱語長片」

というプログラムをはじめ古い香港映画を見る番組は多い。 しか し香港では有線テレビはそれほ

ど普及 していないため、あまり放映されない珍 しい映画を見る場合には、映画館かソフトのレン

タルに頼 ることになる。以前にはLD、 今 日ではDVDの レンタル ・シ ョップが普及している。

また違法な複製品も含めVCDを 廉価で購入することもできる。芸術性が高い作品や外国の作品

は、湾仔(ワ ンチャイ)の アー ト・センターで上映されることがあるが、その機会は限られてい

る。なお知識階級に属す人々は一般 に 「港産片」を好まない。彼 らは自宅で 「西片」(洋 画)や

VCDの セ ットで売 られている 「日本電視劇」(日 本のテレビ局の トレンディー ドラマ)を 好ん

で見ている。

このように香港の住居 と人々の生活の細部 を見ることで、「香港映画」 を称揚する知識人の解

釈の恣意性が浮かびあがるであろう。彼 らが映画を 「見ている」視線は、彼 らが 「世界的な」

(「欧米の」、あるいは 「日本の」)知 識人 コミュニティのなかで 「見 られている」視線と重なって

いる。「香港映画」は単なる映像ソフトではなく、それが生産 され、流通 され、消費 される社会

をもっている。その担い手は、香港に住 まいする映画監督だけで もなければ、ホテルのベッ ドを

仮の宿にする孤独な旅行者だけで ももちろんない。そのことに気づ くためには、この小論で試み

たように、いったん 「テクス ト」 と 「コンテクス ト」 とを分けて、それぞれを対象化 してみるこ

とが必要である。その作業の後に、ここでの関心である今 日の香港の映画と社会生活とは、住居

を介 して結びつ く。この方法は、冒頭で引用したゲオルク ・ジンメルのことばに通 じるであろう。

ここで合わせて思い出 してもよいが、ジンメルこそまさに、近代の都市社会における視覚の重要

性 を指摘 した先駆的な社会学者のひとりであった。
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Summary

Inthisarticle,housing,familyandurbanityincontemporaryHongKongarediscussedbyusingthe

ethnographicdataandsomefilmsproducedinHongKong.HongKongsocietyhasbeenproviding

manyinterestingmaterialsforurbanresearch.HongKongfilmisoneofthemostinterestingonesand

manyintellectualsdiscussthemwithrelatingtoHongKongsociety.Contrarytothetrendofcritiqueof

filmsinthefieldofculturalstudies,thesociologicalaspectsofproduction,circulation,andconsump-

tionofHongKongfilmsareemphasizedinthisarticle.Theimportanceofhousingtofilmsandsociety

inHongKongisclarifiedthroughtheconcretedescriptionofsociallifearoundresidentialbuildings.




